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あ ら ま し 情報収集やコミュニティ形成には、人どうしの繋がりを知ることが重要である。kMediaは、各人の興
味ある話題の関連性が視覚的に確認できる、共通話題ネットワークを発見するシステムである。共通話題ネットワー

クとは、ブラウザのブックマークフォルダを各人が興味を持つ話題とし、類似するフォルダを無向グラフで表示した

ものである。フォルダの類似はフォルダの中にある webページの類似から求め、webページの類似は webページか
ら抽出したキーワードから求める。kMediaはクライアント・サーバ型のシステムで、共通話題ネットワークや web
ページ間の類似による webページの推薦情報をグラフィカルに表示する。
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Abstract We propose a technique to discover shared topics network (STN) among users that can show common
interest for two or more persons, and describe kMedia system based on this technique. We interpret folders in
browser’s bookmark as topics, and STN is realized as the undirected graph of related folders. The relationship
among folders is computed by the similarity among web pages included in folders. The similarity among web pages
is computed by measuring shared keywords including these web pages. kMedia is a server-client system to show
the STN and recommend information computed from page similarity graphically.
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1 はじめに
近年のWWWをはじめとする情報伝達技術の進歩に

より、我々は膨大な量の情報を利用することが可能となっ

た。しかし、行き交う情報が増えたことによって、自分

の欲しい情報を見失ってしまうという事態が度々起こっ

ている。

このような状況を打破するために、情報収集のみでな

く分類・抽出など情報の利用まで含めて考える、いわゆ

る知的情報統合の必要性が指摘されている [1] 。この情
報統合を進めていくための手法のひとつとして、人どう

しの繋がりを発見するという手法が考えられている。

われわれは日常、人とのコミュニケーションを通して

情報を獲得したり、人の情報分類知識を用いて情報の整

理を行っている。人どうしの繋がりを発見することで、

これらの活動を実社会およびネットワーク社会において

活発化させようという試みがこの手法の目的である。ま

た、このことによりコミュニティの形成を支援していく

という側面もある 。

本論文では、人が興味をもつ話題の共通性によって人

どうしの繋がりを発見するシステム kMediaを紹介する。
kMedia はブラウザのブックマークデータを用いて、人
が興味をもつ話題の共通性を共通話題ネットワークとし

て提示する。また、ブックマークしている webページで
類似性のあるものを、互いに推薦情報として提示する機

能も有している。

2 kMediaの概要
kMediaのシステム構成図を図 1 に示す。kMediaはク

ライアント・サーバ型のシステム構成をとっていて、ク

ライアント部は Java2、サーバ部は CGI+Perl5.0で作成
されている。

図 1: kMedia構成図

利用方法は、クライアントを起動させて、設定画面か

らユーザ名と自分のブックマークファイルのある場所、

サーバのある場所を設定して処理を実行させる。すると、

クライアントはブックマークファイルの解析と処理を行

い、サーバにその結果を送信する。そしてサーバでの処

理が終わり、計算結果が返送されると、クライアントの

ユーザインターフェイスに共通話題ネットワークと web
ページの推薦情報がそれぞれ表示される。

なお、ブックマークデータは Netscapeのものを用い
ているが、InternetExplorerのブックマークデータでも
InternetExplorerからNetscape形式にブックマークデー
タを変換しておくことで利用可能である。

3 kMediaのユーザインターフェイス
kMediaのユーザインターフェイス（図 2 ）は、主に

画面左上の共通話題ウィンドウ、画面左下のブックマー

クウィンドウ、画面右部のブラウザウィンドウ、画面下

側のステータスウィンドウの 4つのウィンドウから構成
されている。

図 2: kMediaのユーザインターフェイス

共通話題ウィンドウ（図 3）には共通話題ネットワー
クが表示される。共通話題ネットワークとは、それぞれ

のユーザが興味を持つ話題のうち、互いに共通性のある

ものを無向グラフ表示したものであり、ユーザを示す黄

色のノード（この図では薄い灰色）と話題を示す青色の

ノード（この図では濃い灰色）によって、それぞれのユー

ザの話題の共通性が示されている。

例として、図 3には 3人のユーザの実際のブックマーク
データから kMediaが生成した共通話題ネットワークが
表示されているが、このウィンドウからユーザ nishimori
の話題「研究関係」に対してユーザ sajiの話題「study」
とユーザmatsuzukaの話題「学術系」に共通性があるこ
とや、ユーザ nishimori,saji,matsuzukaの話題「検索」,
「serch」,「情報検索」に互いに共通性があることが見て
取れる。

ブックマークウィンドウ（図 4）には、自分のブック
マークデータに、他のユーザのデータで類似したものが



図 3: 共通話題ウィンドウ

図 4: ブックマークウィンドウ

推薦情報として付加されて表示される。自分のブックマー

クデータはフォルダがフォルダアイコンで、ブックマー

クした webページは緑色のファイルアイコンで表示され
る。そしてこのデータの下に推薦された webページが赤
色のファイルアイコンで表示される。

例として、図 4では、16行目の「東京工業大学...」と
いうタイトルのwebページの下に、17行目の「強化学習
とは...」と 18行目の「AI（人工知能）会議室」というタ
イトルの webページが推薦情報として付加されている。
ブラウザウィンドウ（図 5）は簡易なブラウザの役割

を果たす。ブックマークウィンドウのブックマークデー

タをクリックすることでブラウジングが可能である。ま

た、通常のブラウザ同様ウィンドウ上部の URL表示部
に URLを入力することで、直接 webページを閲覧する
ことも可能である。

ステータスウィンドウ（図 6）には今現在のシステムの

図 5: ブラウザウィンドウ

図 6: ステータスウィンドウ

状況が表示される。また、共通話題ウィンドウやブック

マークウィンドウのデータににポインタをあわせると、そ

のデータの詳細データ（データの所有者や一致したキー

ワード等）が表示される。

例として、図 6は図 4の「強化学習とは...」にポイン
タを合わせたときに表示されたものである。ここから、

このブックマークデータはユーザ nishimoriのデータか
らの推薦情報で、このページと推薦元のページは「エー

ジェント」,「ロボット」,「マルチエージェント」という
キーワードで一致しており、これらのページ間の関連度

は 53であるということが読み取れる。

4 共通話題ネットワークの発見
共通話題ネットワークとは、ユーザが興味を持つ話題

で互いに共通性のあるものを無向グラフ表示したもので

ある。しかし、ここで重要なことは、話題の共通性は単

純に話題名の比較によって求めることはできないという

ことである。ある情報が与えられたとき、その情報がど

ういう話題に分類されるかは基本的に各人の判断に委ね

られている。そのため、話題の共通性はその話題に含ま

れる情報までを調べてはじめて判断できる。以下、この

共通話題ネットワークの発見手法について述べる。

4.1 共通話題ネットワークの発見手法

共通話題ネットワークを発見するために、kMediaは
大きく分けて次の二つの手順を踏んでいる。

1. ユーザが興味を持っている話題を知る

2. ユーザどうしの話題の共通性を調べる



図 7: 話題とブックマークの関係

図 8: webページの類似例

まず、ユーザがどんな話題に興味を持っているかを知

るために、kMedia はブックマークのフォルダを利用し
ている。ブックマークのフォルダとはブラウザのブック

マークデータを整理するために用意されているものであ

り、ユーザは任意にフォルダを作って、その中にはブッ

クマークした webページやさらにフォルダを入れること
ができる。

この各フォルダにはユーザが任意の名前を付けること

ができるのであるが、そのフォルダ名には一般的に、そ

の中にある webページの話題は何であるかが記述されて
いる。そこで、kMediaではブックマークのフォルダに
付けられた名前は、その中にある webページの話題を表
しているとしている。また、フォルダ中にある webペー
ジは、その話題に関する情報であるとしている。これら

図 9: 発見された話題の共通性

要素 kMediaでの定義

話題 ブックマークのフォルダ

話題に関する情報 フォルダ中の webページ

話題の共通性 フォルダ中の webページの類似性

webページの類似性 webページ中のキーワードの一致

表 1: 各要素の kMediaでの定義

の関係を図 7に示す。
ユーザどうしの話題の共通性は、その話題に含まれる

情報がどれだけ類似しているかによって決まると考えら

れる。そこで kMediaでは、話題の共通性はブックマー
クフォルダに含まれる情報、すなわちフォルダ中に含ま

れる webページの類似性から求めている。つまり、web
ページの類似性が図 8のように示された場合、話題の共
通性は図 9のように示される。
さらに、その webページの類似性は、ページ中の重要

な単語（キーワード）の一致によって決めている。web
ページ中の出現頻度の多い単語の上位いくつかをその

ページのキーワードとし、互いのページのキーワードが

一致すればするほど、そのページ間には類似性があると

している。

また、ここで求められた webページの類似性を元に、
kMedia はブックマークデータの推薦を行っている。す
なわち、各ユーザが持っているブックマークの webペー
ジで、キーワードの一致する webページを互いに推薦情
報として提示しあう。

以上で定義した各要素の kMediaでの定義の一覧を表
1に示す。



4.2 webページ間の類似

kMedia は次の手順で web ページ間の類似を求めて
いる。

1. webページから単語切り出し

2. 単語からキーワードを選定

3. キーワードの一致から webページ間の類似を決定

まず、kMedia は指定されたブックマークファイルを
解析して、ブックマーク先の webページを読み込む。そ
してそのページの文章から単語を切り出していくのであ

るが、この単語の切り出しは茶筅 [2] などによる形態素
解析でなく、字種に注目した単語切り出し [3] によって
行っている。

字種に注目した単語切り出しとは、解析する文章を先

頭から一字ずつ見ていって、連続する漢字,カタカナ,全
角英数文字を単語として切り出す方法である。単語とみ

なす最短文字長は調整できるが、今回は 3文字以上とし
ている。例として、以下のような文章があったとする。

奈良先端大学のホームページへようこそ！

ここが入口です。

この文章からは「奈良先端大学」,「ホームページ」の
二つが単語として切り出される。「入口」は文字長が 2の
ため単語として扱われない。このような単語の切り出し

手法は、形態素解析に比べて厳密さには欠けるが、特に

カタカナの新語,略語などに対して柔軟な切り出しがで
きるため、webの情報のように雑多で柔らかい文章の解
析に適している。

そして、ここから切り出された単語のうち、頻度順に、

頻度が同じ場合は文字長の長い順に最大 10単語をその
ページのキーワードとしている。ただし、「ホームペー

ジ」,「カウント」など、基本的にあまり意味が無くかつ
出現頻度の多い単語は、キーワードとして扱うと不具合

が生じるため除外している。今回 kMediaでは以下の単
語をキーワードから除外している。

アクセス,アドレス, アンケート, カウンタ,カウンター,
クリック,ゴシック,コンテンツ,サーバ,サイト,サポー
ト, システム,ダウンロード,チャット,ディレクトリ, ド
キュメント,バイト,バナー,ファイル,フォント,ブラウ
ザ,フリー,フレーム,ページ,ホームページ,メーリング
リスト,メール,リンク,掲示板

このようにして選ばれた各webページのキーワードの
一致から、webページ間の類似を調べている。なお、今
回 kMediaではキーワードが二つ以上一致するとそれら
のページ間に類似性があるとしている。

4.3 話題の共通性

話題の共通性は、話題を示すブックマークフォルダ中

の webページの類似によって決めている。今回 kMedia
ではフォルダ中の webページが 3ページ以上互いに類似
性があると、そのフォルダ間、すなわち話題間に共通性

があるとしている。

また、話題の共通性を調べる際、今回はフォルダの階

層について 2階層以降を区別していない。つまり、「学術
系」の中にある「大学・研究室」というフォルダの web
ページは、「学術系」というフォルダにあるものとして

話題の共通性を調べている。なお、これは表示の煩雑さ

を考慮したための仕様で、若干の変更で 2階層以降の話
題の区別して扱うことが可能である。

5 評価実験
kMediaが提示した話題およびwebページの共通性が、

ユーザにとっても認められるものであるかどうかを評価

実験で確かめた。kMediaを無作為に選んだ被験者 3人
に使ってもらい、kMediaが提示した 3人の話題および
webページの共通性を被験者によって評価してもらった。
被験者は全員、日常的にwebブラウジングを行い、ブッ
クマーク作成に対する知識を持っている人達であった。

評価は非常に類似性が認められるものを 5,全く類似性が
認められないものを 1とする 5段階評価で、評価項目は
推薦された webページの類似性と kMediaが提示した話
題の共通性についての 2項目である。
実験に使用した各ユーザのブックマークデータは表 2

のようなデータであった。

ユーザA ユーザB ユーザC

全ページ数 376 278 297

解析ページ数 263 185 240

全話題数 13 17 5

表 2: 各ユーザのブックマークデータ

解析ページ数とは、ブックマークの全ページ中、シス

テムがキーワード抽出に成功したページの総数である。

kMediaは以下のようなページは解析を行わない。

• ページが現在存在しない（デッドリンク）

• ページが読み込めない（タイムアウト等）

• ページのURLが ftp:で始まるもの

• ページから日本語単語が抽出できない

また、話題数とはブックマークの第 1階層にあるフォ
ルダの総数である。



kMedia が提示した各被験者の話題の共通性および推
薦情報は表 3 のようになった。なお、推薦ページ数はの
べ数、すなわち一つのページが複数回推薦されたものを

複数回数えている。また、共通話題数とは自分の話題の

うち、他のユーザのいずれかの話題と共通性が示された

ものの数である。

ユーザA ユーザB ユーザC

推薦ページ数 345 513 454

共通話題数 10 10 3

表 3: kMediaが提示したデータ

推薦された web ページが、推薦元となる自分の web
ページとどれだけ類似性があるか評価してもらった結果

は表 4 のようになった。また、示された自分と他のユー
ザの話題の共通性について、自分の話題との共通性がど

れだけ適切であるか評価してもらった結果は表 5 のよう
になった。

評価 5 4 3 2 1

ユーザA 29 30 27 77 182

ユーザB 94 86 73 185 75

ユーザC 66 90 88 88 122

合計 189 206 186 350 379

表 4: 推薦されたページの類似性の評価（単位:ページ数）

評価 5 4 3 2 1

ユーザA 3 3 2 0 2

ユーザB 3 3 2 2 0

ユーザC 2 0 1 0 0

合計 8 6 5 2 2

表 5: 提示された話題の共通性の評価（単位:話題数）

結果、ユーザによる評価は webページの類似性より抽
象度の高い話題の共通性でより良くなっている。これは、

個々の情報に関して荒い理解をすることで、情報の類似

性という細かい情報は荒いものとなるが、話題の共通性

という抽象度の高い情報は人間にとって意味のあるもの

となるという kMediaの性質が客観的にも示された結果
となっている。

しかし、やはり現時点では個々の情報、すなわち web
ページの推薦手法としての価値はさほど高いものではな

いということも明らかになった。細かい情報の類似性も

kMediaで正確に扱うためには、本手法の改良もしくは
他の手法の併用を考える必要がある。

6 関連研究
kMediaと関連する研究として、次のような項目を目

的とした研究がある。

• 人どうしのネットワークの発見

• ブックマークを用いた情報推薦

• 話題による情報検索、情報要約

これらについて、以下で順に説明する。

6.1 人どうしのネットワークの発見

情報獲得やコミュニティ形成促進のため、人と人の関

係、人と話題の関係を発見するということをテーマとし

た研究がいくつか行われている。

Refferal Web [4] は、論文の書誌データや各ユーザの
自分のホームページの記述から人と人の関係を提示する

というシステムである。吉田らは、この関係発見に用い

るユーザのプロファイルを、ユーザからのフィードバッ

クを用いて学習させることでより正確な関係を導き出そ

うとしている [5] 。また、CoMeMo-Community [6]では
各人が連想表現で表現した知識から人と人の関係を提示

している。

これらの研究と kMedia の違いは、Refferal Web や
CoMeMo-Community などでは、ユーザプロファイルと
なるデータの直接の結びつきからユーザ間の関係を導き

出しているのに対し、kMedia は話題間の関係という 1
つ抽象化した関係からユーザ間の関係を求めていること

である。また、これらのシステムは直接ユーザに情報を

推薦していないが、kMediaはシステムが直接情報推薦
を行っているところも異なる。

6.2 ブックマークを用いた情報推薦

ブックマークは、人間によってその情報が有益である

かどうかのフィルタリングがかかっている、利用価値の

高い情報である。この情報を基に有益な情報推薦を行お

うとする研究がある。

PowerBookmarks [7] は、ユーザのコメントが記入さ
れているブックマークデータをデータベースで管理し、

情報の推薦と組織化を行おうとしている。ブックマーク

エージェント [8] は、ユーザのブックマーク情報を持つ
エージェントが互いに、ユーザが現在見ている webペー
ジに対する情報推薦を行うシステムである。Siteseer [9]
は、同じ web ページを複数のユーザがブックマークし
ているとき、その web ページが入っているブックマー
クフォルダ中の情報を互いに推薦するというシステムで

ある。



これらのシステムと kMediaの違いは、これらのシス
テムはブックマークデータの情報推薦に焦点を当ててい

て、自分以外のユーザの区別をあまりしていないところ

である。kMedia は、どのユーザがどのような話題に興
味があるかという点に注目してユーザ間の話題の共通性

を発見するとともに、webページの推薦を行っている。

6.3 話題による情報検索、情報要約

kMedia では、その情報がどういった話題を扱ってい
るかという判断はブックマークを作成したユーザに委ね

られているが、これを機械的に判断して情報検索や要約

に役立てようとする研究がある。

仲川らは、文章を話題（この研究では分類観点と呼ぶ）

によって分類しておき、情報検索に役立てようとしてい

る [10]。また、福原らは、単語出現頻度分布の歪度と尖
度を用いて文章の話題特定を行い、その話題から複数テ

キストの要約を行っている [11]。

7 おわりに
本研究では、人の興味ある話題を特定し人どうしの話

題の共通性を発見することで情報の流通と整理がすみや

かになると考え、各人の興味ある話題の共通性が視覚的

に確認できる共通話題ネットワークを発見するシステム

kMediaを開発した。kMediaでは

• 話題特定にはブックマークデータを用いる

• 話題の共通性は webページの類似関係から求める

というアプローチで共通話題ネットワークを発見した。ま

た、共通話題ネットワークを発見する際求める webペー
ジの類似関係から、各ユーザのブックマークデータを互

いに推薦させた。

評価実験の結果、kMediaが提示した話題の共通性で
一定の評価が得られた。これは、kMedia の有効性が示
されたものといえる。
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